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研究成果の概要（和文）：　本研究は、原発事故の影響を直接･間接に受けて広域の移動を強いられた避難者の動向、
避難者と支援者のうちに生じる苦悩や葛藤、そこから見出されるであろう安心や希望の道筋を、質的総合社会調査を通
じて多様な角度から明らかにすることを目指した。調査研究を重ねて、「第2の戦後」と言われる事故後の日本社会の
転換可能性、震災後の新たな社会像と生き方モデルを、震災が避難者と支援者に内在化させた「社会を変化させる力」
(災害／原発事故エンパワーメント）によって提示した。
　本研究によって、雑誌論文10点、学会発表14点、図書6点、DVD（社会学的映像モノグラフ）1点など、合計30点を越
える成果を発表することができた。

研究成果の概要（英文）：  Main points that our research project clarified are as follows; (1)The whole sit
uation on the widespread evacuation and support associated with Fukushima nuclear accident, (2)Visualizati
on of the social process and structure related to evacuation and support which are hard to be visible, (3)
New model of society and life-style in the post-transitional stage, (4)Comprehensive qualitative social re
search methodologies including visual research.
  We were able to publish the research results of 30 points or more in total(including the DVD of sociolog
ical visual monograph) by this project.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
広域避難、とりわけ中・長期にわたる生

活再建も視野に入れた避難を対象とする調
査研究には、災害社会学の研究蓄積がある
が、他方で政府･自治体は被災者支援や復興
計画策定に必要な情報を収集するためにア
ンケート調査を実施することが多い。今回
の原発事故後の避難は、かつてないほど大
量かつ広域に行われ、その実態は政府･自治
体も十分に把握し切れていない。研究機関
による調査も行われているが､全体像の把
握は極めて困難な状況にある。 
避難の客観的実態の把握は、避難者支援

施策とも絡み、喫緊の課題であるが、その
際の把握手法として使われている調査票
(量的)調査では、広域にわたる複雑な移動
の動態、避難行動の背景にある避難者の認
識や保有資源を十分に補足しきれず、避難
者の社会関係や彼らが社会的に無力化され
ていくメカニズム、その中でより良い選択
を模索する主体的な動きを動態的に把握す
ることは難しく、今後の見通しや新たな展
望を導き出す材料を得るには限界がある。 
本研究チームは、震災･事故直後から福

島･首都圏･全国各地で避難者･支援者に向
き合って、調査や支援活動を通じて知り合
い、福島県富岡町と共同の県外避難者調査
に参加した社会学研究者が中心となって組
織された。震災から半年の段階で、各調査
の成果を集約してメンバーで共有した結果、
調査票(量的)調査と単発的なインタビュー
の限界と総合的な質的社会調査の必要性を
認識するに至り、本プロジェクトを企画し
た。 
 
２．研究の目的 
 
2011 年 3月に発生した福島第一原子力発

電所事故は、避難対象地域を中心に、広範
囲にわたる周辺住民の避難を余儀なくさせ、
同時に避難者を受入れ･支援する人々･地域
を生み出してきた。当事者の苦悩は様々な
媒体を通じて報じられてきたが、正確な実
態および避難･支援をめぐる構造は把握さ
れていない。本研究では、原発事故の影響
を直接･間接に受けて広域の移動を強いら
れた避難者の動向、避難者と支援者のうち
に生じる苦悩や葛藤、そこから見出される
であろう安心や希望の道筋を、質的総合社
会調査を通じて多様な角度から明らかにし
ていく。これらの作業を経て、最終的には、
「第 2 の戦後」と言われる事故後の日本社
会の転換可能性と｢新しい社会像｣を、避難
者･支援者の反作用／生き様の側から提示
することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、それまでの成果と全国を網

羅した研究者ネットワークを生かし、イン
テンシブなインタビュー調査や参与観察、
ドキュメント分析、ビジュアル調査（映像
フィールドワーク）等から得られるデータ
を分析し、仮説モデルに修正を加えつつ、
総合化していくことで、震災後の新たな社
会像と生き方モデルを構築する論理を導き
出していくという調査研究スタイルを採っ
た。ビジュアル調査を含めて、質的総合調
査を行うことで、人々の闘争･葛藤を追い、
震災が内在化した社会を「変化させる力」
（災害／原発事故エンパワーメント）の本
質に迫った。 
 
４．研究成果 
 
避難者を 3 類型に分けると、【1】警戒区

域・計画的避難区域内からの「強制的避難
者」、【2】中通りを中心とする放射線量の高
いエリアからの「準強制的－自主避難者」、
【3】首都圏のホットスポット周辺からの
「自主避難者」となる。【1】は、行政主導
により強制的に避難させられたが、当初は
避難解除後に再び元の生活を始めたいと考
えている人々が大半を占めていた。【3】は、
自らの考えと判断に基づき、空間的・社会
的な障壁を跳び終えて移動し、全く新しい
場で生活することを主体的に選択する人々
である。【2】は、両者のどちらにも分類で
きない人々、様々な理由で主体的な選択が
困難な人々である。避難先としては、①福
島県内、②東北、③関東、④中部・東海・
近畿、⑤西日本･九州と同心円状に広がり、
かつ①→③→⑤といった「玉突き避難」も
見て取れる。 
他方、避難者への「支援」に関しては、

①②③の地域で国や自治体が制度に基づい
て行っている支援とそれをサポートするボ
ランティア活動がある一方で、避難者を積
極的に受け入れ、④⑤の地域で避難者が定
住・定着するのを支援したり、原発・子育
て・食の安全性などに関わる問題状況を世
に問い、新しい生き方モデルを提案する活
動を展開している市民活動団体もある。 
これらについて、個別ケース毎に詳細な

聞き取り調査等を実施し、避難と支援の全
体状況を明らかにし、構造的特質の解明に
アプローチした。その結果、見えにくい避
難と支援をめぐる社会的プロセスと構造、
さらには研究テーマとした「転換後の社会
像と生き方モデル」を、避難者･支援者の反
作用／生き様を通して相当程度「可視化・
可知化」させることができた。 
また、避難指示解除後を見据えた生活再

編にあたっては、これまでの「自主避難者」
の研究から見えてきた視点が不可欠となる
ことも確認できた。福島県内に留まってい
る人々は、同じ不安を抱えながら生活して



いる「（口に出せない／出さない）“生活内”
避難者」であり、「避難」が拡大することに
ほかならないからである。 
研究代表者が中心となって、ビデオカメ

ラやデジタルカメラを駆使した映像フィー
ルドワークを学生と共に実践し、約 62 分の
社会学的映像モノグラフ（ドキュメンタリ
ー作品）を制作し公表したことも、本研究
プロジェクトによる成果として付記してお
きたい。 
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